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Ⅰ．法人の概要                 

（令和 6年 3月 31日現在） 

法人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日 
平成 14 年 4月 1日 

平成 24 年 4月 1日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

泉谷 隆夫 （川上村議会議長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

兼子 真矢 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

杉本 晃一 （川上村住民課長） 

建畠 克佳 （和歌山市企業局長） 

谷本 光司 （一般社団法人 近畿建設協会理事長） 

堤  健  （橋本市上下水道部長） 

栃岡 清人 （大阪工業大学 学長室事務局長） 

中平 木由造（川上村議会総務文教委員長） 

西野 浩行 （奈良県水道局長） 

野田 純一 （奈良県水循環・森林・景観環境部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

今福 和男  業務執行理事（川上村水源地課長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所特別研究員） 

前  浩輔 （川上村立川上小・中学校校長） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学 先端理工学部 環境生態工学課程准教授） 

芳川 一宏 （奈良県水循環・森林・景観環境部 水資源政策課長） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

主 な 会 議 

 

定例理事会  ６月 ６日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２３日（評議員選任の件、理事選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

臨時理事会  ６月２３日（業務執行理事選任の件） 

公益法人立入検査     ７月２５日 

臨時理事会 １０月１６日（利益相反取引について） 

臨時理事会 １０月２７日（利益相反取引について） 

臨時理事会 １１月１７日（立入検査結果に伴う是正対策について） 

定例理事会  ３月２１日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 
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Ⅱ．事業の状況 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 9・10・3 月 3 回 39 名 水源地の森での体験学習。 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 33 件 784 名 「水源地の森」散策や森づくり体験等。 

環境教育支援（学校対応） 通年 82 件 5,49１名 
小学校から大学の見学案内及び 

出張源流教室（オンラインを含む） 

森と水の源流館 

ESD 授業づくりセミナー 
6・7・8・2 月 5 回 107名 

近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で教

員のための授業計画づくり。実践報告

会（2/3）。 

源流学の森づくり 11 月 2 回 37 名 

森林の維持管理作業の見学・体験。 

計画的な森林育成が保全に役立つこと

を伝える。 

源流人会の運営 通年 － 

個人 47 

家族 18 

団体 6 

会員募集、管理。定期情報の発信。 

山の神行事等会員限定行事の実施。 

調査報告会（1/27）。 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

草刈りボランティアの機会づくり 

（川上村「未来への風景づくり」） 
5 月 １回 5 名 

旧白屋地区の草刈り・外来種の駆除を

行い、水源地域の環境保全にかかわる

人材を育成。 

夏休み（館内）プログラム 7 月 10 種 130 名 

村民のほか、交流のある施設・団体・個

人による工作体験・観察会・販売の出展

などを実施。 

水源地の森守募金 通年 - 129,839 円 
令和 6 年度以降に設置する防鹿柵の資

材を購入した。 

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 7 回 － 

匠の聚アートフェスタ、大淀ｉセンターの

啓発イベント、和歌山市「しらすまつり」

等に出展・参加。 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3 月 3 回 - 
財団の動きや各事業報告・調査レポート

など。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体的に

維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

11,435 名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 37 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修。 

（入山者 321 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 12 回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理

施設の見回り・点検、補修。 

 

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 5 月 2 回 13 名 
参加者公募型の調査。人文系の調査

と自然系の調査を行った。 

川上村の生活・風習など民俗学的

変貌調査 
通年 － － 

川上村の昔の暮らしが分かる写真収

集とヒアリング調査。 

水源地の森下層植生調査 6・10 月 3 回 5 名 
ニホンジカの食害を防ぐ防鹿柵を設
置し、下層植生の回復状況の調査。 
ナラ枯れの被害状況の調査。 

流域連携によるフィールド調査 通年 11 回 － 
流域の他団体と源流部および吉野川

紀の川流域の自然実態調査、比較。 

源流部における斜面崩壊地での

対策実態調査 
12～2 月 － － 

村内のニホンジカの生息密度の推移
を調査。 

他機関との合同調査 通年 － － 

和歌山県立自然博物館・摂南大学と 

の魚類調査。京都大学と川上村の昔
の暮らしについての調査。奈良県特
定希少野生動植物コサナエ保護管

理事業への協力。「奈良県レッドデー
タブック」改訂に向けた検討作業。 
ほか。 

収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲CDなど）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（「かわかみの水」「緑のダムクッキー」、雑

貨品など）、自然観察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。 
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収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 9/13～12/31 3ha の二次林管理作業。 

和歌山市民の森源流体験学習業務委託 和歌山市 9/13～12/31 

10/14・21に和歌山市の公募

による参加者に「水源地の

森」散策等の学習会を開催。 

啓発用間伐材割箸セット製作・配布 
森林環境保全促進 

和歌山市議会議員連盟 
9 月～2 月 

間伐材利用の割箸と教材と
なる啓発パッケージを製作、

市内小学校 4 年生に配布。 

水のつながりプロジェクト業務 川上村 5/16～2/29 
農作業や源流散策など平野
部との相互交流事業を支
援、報告書等作成。 

水源地の村づくり促進映像プログラム製作業務 川上村 5/1～11/30 
大滝ダム 10 周年記念セレモ
ニー行事にて上映する映像
プログラム DVD を製作。 

大滝ダム竣工 10 周年記念プロジェクト推進支援業務  川上村 5/8～3/19 
10 周年を記念し、職員研修

の企画・運営、湖面利用の
試行支援など。 

第 5 次川上村総合計画推進等支援業務 川上村 5/8～3/19 
コミュニティプラン推進支援、
観光プラン推進支援業務。 

第 5 次川上村総合計画後期基本計画進捗管理支援等業務  川上村 5/8～3/19 
第 5 次総合計画進捗状況の
把握、進捗管理報告書の作

成。 

第 6 次川上村総合計画策定等支援業務 川上村 5/22～3/25 
第 6 次川上村総合計画の策
定指針のとりまとめ。 

神之谷地内混交林誘導整備事業管理業務委託 川上村 12/1～2/29 
混交林誘導整備事業で植栽
した苗木の生育状況の確
認、生育状況の評価。 

原木から子実体への放射性物質の移行に関する検証事業 (株)都市環境研究所 6/16～3/15 
検証用試験体の確保、検討
委員会の運営、事業報告書
の作成等支援。 

森林環境学習支援業務 
顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
6/1～12/25 

森林環境学習支援、活動報
告書作成。 

顔の見える松阪の家づくり推進協議会支援業務  
顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
6/1～3/19 

顔の見える松阪の家づくり推

進協議会による取り組み支援
活動報告書作成。 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化に 

ふれる体験型ツアーを含めた研修の受け入れを行った。 

 

 

9 月・10 月・3 月に開催、39 名が参加。 

 

 

 

 

 

【団体・企業の研修等での利用】 

 

 

 

 

奈良県フォレスターアカデミー（9/26）             関西電力労働組合（10/20） 

 

【源流人会の活動】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

 

 

 

 

 

 
 

「源流学の森づくり」（11/23） 

 

 

 

【一般公募型 水源地の森ツアー】 
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【環境教育支援（学校対応）】 

 

 

 

 

  三宅町立三宅小学校 4 年生（5/2）               畿央大学健康科学部（5/9） 

 

【森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟 出前講座】 

 

 

 

 

 

 

 

 

     和歌山市立野崎小学校（9/25）               和歌山市立木本小学校（11/24） 

 

【森と水の源流館 ESD 授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

実際の授業の単元計画作成（授業づくり）を奈良教育大学と連携支援。  

 

 

 

 

 

 

 

奈良市立平城小学校 4 年生体験学習支援（9/8）      和歌山大学附属小学校 3 年生「3B 宣言」 

 

 

 

 

ESD 授業づくりセミナー実践報告会（2/3） 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

他の地域へ出ての交流や、川上村の行事に出展するなど、可能な機会と手段で発信を行った。 

 

【源流のつどい】 

旧白屋地区での草刈りボランティアと同時に外来植物についての学習と駆除。（5/27） 

 

 

 

 

 

 

【夏休み館内プログラム】（「夏休み宿題応援ワークショップ大集合！」） 

村内外の施設・団体・個人に呼びかけて工作体験・物販、職員による観察会などを行った。(7/17) 

 

 

 

 

 

「勾玉づくり」                           「お散歩自然観察会」 

 

【流域等各地での情報発信】 

 

 

 

 

 

 

 

全国地域リーダー養成塾修了者研修会（9/28）         ふるさとづくり大賞団体表彰（総務大臣賞）受賞報告会（3/16） 
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【ＰＲ、啓発活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の駅大淀 i センター「しないでください」啓発（8/6）          「和歌浦しらすまつり」（11/3） 

 

 

 

【機関誌『ぽたり』No.57・58・59 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・秋・春の定期発刊。源流人会会員、村内観光施設、村内

図書館、国会図書館ほかへ配布している。 

大滝ダムを特集した 58 号は、大滝ダム 10 周年記念セレモニーにおいて来場者に配布した。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部の人々に協力を呼び掛 

けた参加型の調査も実施した。 

 
【吉野川紀の川しらべ隊】 

「川上村のうつり変わりをしらべよう」  
調査内容 

収集した写真や資料の整理、アーカイブ化の作業 
実施期間、時期 

令和 5 年 5 月 6 日 
概要 

参加者を公募し 6 名が参加。 

川上村民俗調査において川上村の方々からお借りし

た写真・資料の整理作業を実施。 

写真を大型モニターで拡大投影するなどして資料の

分析も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

実施風景 

 
「川上村の生きものをしらべよう」  
調査内容 

川上村西河（蜻蛉の滝）の生物調査 

実施期間、時期 

令和 5 年 5 月 7 日 

概要 

参加者を公募し 7 名が参加。 

川上村の環境を村に生息する生きものから学ぶ観察

会を実施。他の参加型観察会の結果と比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【その他 参加型観察会】 

吉野川紀の川流域の生きもの調査  
調査内容 

吉野川紀の川流域及び大和川源流域の昆虫相比較 

実施期間、時期 

令和 5 年 4 月～令和 6 年 3 月 
概要 

川上村内及び「山野草の里」（奈良県桜井市）、「根

来山げんきの森」（和歌山県岩出市）の観察会で確

認した昆虫類から、その地域の特徴をつかむ調査を

実施。森と草地のバランスが良い多様な環境が残さ

れていること、土地利用に準じた昆虫相が形成され

ており、種相の偏りが少ない、人の暮しを反映した昆

虫相となっていることが確認された。 

 

 

 

-  
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【水源地の森自然環境調査】 

水源地の森下層植生調査・ナラ枯れ被害状況調査  
調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」内の下層植生を調査 

実施期間、時期 

令和 5 年 6 月・10 月 
概要 

平成 18 年度より継続しているモニタリング調査。 

「水源地の森」内に設置した防鹿柵内外において 

下層植生を比較し、ニホンジカの食害による影響と 

防鹿柵内の植生回復状況について調査した。 

下層植生調査に合わせて「水源地の森」内で発生し

ているナラ枯れの実態調査も行った。 

 
 

 
 

 

 

 

 

川上村内の自然環境調査  
調査内容 

シカ糞粒法による個体数調査 
実施期間、時期 

令和 5 年 12 月～令和 6 年 2 月 
概要 

川上村内における鳥獣害状況把握のため、糞粒法

によるニホンジカの推定生息密度を調査した。 

前年度に比較して、ニホンジカの生息密度が高くな

っていることが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他機関との合同調査】 

「川上村の生活・風習など民俗学的変貌調査」  
調査内容 

川上村の昔の暮らしが分かる写真収集・聞き取り調査 

実施期間、時期 

令和 5 年 5 月～令和 6 年３月 

概要 

『川上村民俗調査報告書』の写真を集落・年代ごとに

整理して将来的な公開・アーカイブ化を目指すため、

主に白屋地区・井光地区・北和田地区にて村民への

聞き取り調査を行った。なお、井光地区での調査は 

京都大学（地域林業聞取実習）との共同調査として 

実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

京都大学との共同調査（井光地区 12/15） 
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水源地の森魚類調査  
調査内容 

カジカ大卵型生息状況調査 

実施期間、時期 

令和 5 年 5 月～令和 6 年 3 月 
概要 

和歌山県立自然博物館及び摂南大学と合同で、全

国的に希少なカジカ大卵型の生息状況を標識再捕

獲法を用いて調査した。 

 
 

 

 

 

 

 

調査風景（6/15） 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

 

【「森と水の源流館」の管理】 

指定管理協定にもとづく年間の施設の維持管理・運営管理。 

 

【企画展・コーナー展示】 

企画展「吉野川・紀の川流域の生きもの」 

和歌山県立自然博物館の協力で、吉野川・紀の川水系

における河川環境と生物多様性について啓発（7/20～

10/1）。 

 

村民からの情報提供により採集したマミズクラゲを展示

（10/21～11/5） 

 

【冬の館内企画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

シアターのイルミネーション“モリナリエ” （12/9～2/27）     「さがそう“吉野”の宝もの」（2/17） 

川上村と吉野川流域の“地域遺産”の価値を

再評価する講演会とワークショップ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画上映会「吉野林業」（2/24）            期間中の入館割引チケットの発行 

吉野林業のドキュメンタリー映画の上映と展示 

コーナーでのミュージアムトーク。 
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【会員等による展示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

葉っぱギャラリーにて「水彩で描く川の表情～須田泰一朗水彩画展～」（3/1～3/31） 

源流人会会員である作者が、実際に訪れたことのある「水源地の森」ほか、水辺の風景を描いた作品 

 

 

 

「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

木橋の修理                           散策道の修繕 
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収益事業（受託事業） 

 

【水のつながりプロジェクト業務】（川上村） 

大和平野土地改良区と川上村が共催する吉野川分水受益地と水源地域の交流事業。橿原市立

鴨公小学校と川上小学校がそれぞれの地域で体験を行い、吉野川分水によるつながりを実感。 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲刈り体験（10/19）（橿原市内）                 源流体験（11/24） 

 

【和歌山市民の森管理業務・源流体験学習業務】（和歌山市） 

川上村と「水源地保護に関する協定」を結ぶ和歌山市から、川上村の伐採後の天然林の二次林３

ha の管理を受託。また年 2 回、和歌山市民による源流体験会を開催している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山市民の森管理業務完了確認                 源流体験学習会（10/14） 

 

【啓発用間伐材割箸セット製作】（森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟） 

間伐材を利用した割箸と教材となる啓発メッセージ入パッケージを製作。和歌山市内の市立及び

国立学校法人の小学校 51 校の 4 年生に配布。 
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【水源地の村づくり促進映像プログラム製作業務】（川上村） 

大滝ダム 10 周年記念セレモニー行事にて上映する映像プログラム DVD を製作。ネイチャーフォト

グラファ内山りゅう氏を起用し、川上村が大切にする自然的価値と共存する大滝ダムをみせた。

DVD400 部を製作し、来場者に配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大滝ダム竣工 10 周年記念プロジェクト推進支援業務～職員研修会の開催】（川上村） 

10 周年の年に年間で、職員研修の企画・運営、湖面利用の試行支援などの取組みを展開。職員

研修会では、「大滝ダム誌」「川上宣言」「ダム技術者の背中」という水源地の村づくりに欠かせない

文献や文言にかかわる講師を招いて、若手職員らに伝えた。この結果を今後の職員研修にも活用

できる冊子にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

「大滝ダム誌の読み方」坂口泰一氏（9/22） 

 

 

                          「ダム建設と地域振興」 

 竹村公太郎氏と栗山村長 対談を録画（11/18） 

 

 

 

 

 

「「川上宣言」誕生の頃」宮口侗廸氏（10/18） 
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【川上村第 5 次総合計画推進等支援業務】（川上村） 

第 5 次総合計画推進支援として、いくつかの重点プロ

ジェクトを具体的に進める支援を行った。 

このうち、井光集落におけるコミュニティ活性化のひと

つの取組みとして、かつて行われていた地芝居などに

ついて聞き取りを行った。かわかみらいふの移動スー

パーの訪問時にあわせた時間をいかし、聞き取りには

京都大学の学生も参加した。 

 

 

 

【森林環境学習支援業務】（顔の見える松阪の家づくり推進協議会） 

三重県松阪市立幸小学校、西黒部小学校の森林環

境学習を支援。原木市場・製材工場の見学と森林環

境学習のレクチャー、木工体験。また別の日に森と水

の源流館のノウハウである「学べる屋台」を活用した出

張源流教室を実施した。 

 

 

 

              出張源流教室（幸小学校 1/18・19） 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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